
  

 

 

日時：2013 年 9 月 5 日（木） 9：00～12：00 

会場：日本大学生産工学部 37 号館１０１教室 

 

 

 

 基調報告  9：00～9：20   
テーマ 
「土木学会 100 周年事業について」 

 
 

 支部報告  9：20～9：50 
テーマ 
「支部の 100 周年にむけた取り組みと土木技術者の役割」 

 

 パネルディスカッション 10：00～12：00 

テーマ  

「次の１００年に向けて土木技術者の果たすべき役割とは」 
 

  
主催／土木学会１００周年事業実行委員会

 

 

 

 

土木学会全国大会 100 周年記念討論会 

 

 



  

 

2014 年 11 月 24 日に、公益社団法人土木学会は創立 100 周年を迎えます。この 100 年の間、

わが国をとりまく環境は大きく変化し、土木界・土木学会に求められる社会的な要請もまた大きく変化し

てきています。土木学会は、100 周年を迎えるにあたり、この変化の中で、これからの土木が何をビジョ

ンとし、何をすべきかを考え、また、その結果を行動につなげていくために、「100 周年記念討論会」を

全国大会において開催しています。土木学会の全国大会は、全国から延べ 2 万人を超える人が集ま

る大きな大会であり、会員間の意見交換や情報共有を行う絶好の機会となっています。この機会を活

かし、2010 年度には『「土木」の原点と 100 周年』、2011 年度には『市民工学への回帰』、2012 年

度には『土木界・土木学会は，これまで何をしてきたか，これから何をすべきか』というテーマで議論を

行ってきました。本年度は、『次の１００年に向けて土木技術者の果たす役割とは』というテーマを掲げ、

未来社会に向けて土木技術者が果たすべき役割について他分野の技術者とともに語りあう討論会を

開催します。 

 

 
 

 

 

総合司会：日比野 直彦（政策研究大学院大学准教授、土木学会100周年事業実行委員会副幹事長、

土木学会将来ビジョン策定特別委員会副幹事長） 

 
 

  基調報告 『土木学会１００周年事業について』         9：00～9：20         

      藤野 陽三（東京大学特任教授、土木学会１００周年事業実行委員会委員長） 

  

 

支部報告 『支部の 100 周年へ向けた取り組みと土木技術者の役割』  

      9：20～9：50      

 

関東支部       福田 敦（関東支部長） 

中部支部       水野 貢（中部支部副幹事長） 

中国支部       蒲原 幹夫（中国支部幹事長） 
 

－９：５０～１０：００(休憩)－  

ププロロググララムム 

ははじじめめにに 



 

   パネルディスカッション 10:00～12:00 

テーマ 

「次の１００年に向けて土木技術者の果たすべき役割とは」 
 

コーディネーター：屋井 鉄雄（東京工業大学教授、土木学会 100 周年事業実行委員会社会

貢献事業部会長、土木学会将来ビジョン策定委員会副委員

長） 
 

パ ネ リ ス ト ：大木 聖子（慶応義塾大学准教授） 

柄谷 友香（名城大学准教授） 

橋本 鋼太郎（土木学会会長） 

藤井 聡（京都大学教授、土木学会 100 周年事業実行委員会広報部 

会長、内閣官房参与）  

松本 髙広（有限会社松本社寺建設 代表） 

（50音順） 
     

開催挨拶（10：00～10：05）  

      
＜第一セッション＞各専門分野での技術者の役割（10：05～10：55） 

  

＜第二セッション＞土木技術者への期待 （10：55～11：05） 

 

＜第三セッション＞ディスカッション （11：05～11：45） 
        

会場の参加者との質疑（11：45～11：55） 

 

総括（11：55～12：00） 
 
 

 
 

コーディネーター 屋井 鉄雄（東京工業大学教授、土木学会 100 周年事業実

行委員会社会貢献事業部会長、土木学会将来ビジ

ョン策定特別委員会副委員長） 

 
1980 年東京工業大学工学部土木工学科卒業 
1985 年，東京工業大学大学院土木工学専攻博士課程修了 
1985 年，京都大学工学部助手 
1986 年，東京工業大学工学部助手 
1990 年，東京工業大学工学部助教授 
1997 年 12 月より教授（理工学研究科土木工学専攻） 
2003 年 4 月より現職（総合理工学研究科人間環境システム専攻教授） 
この間，1994-1995 年 マサチューセッツ工科大学 客員準教授 
     2002 年 ヘルシンキ工科大学客員教授 
     2009 年 フィリピン大学ディリマン校客員教授 
 

ココーーデディィネネーータターー



 

 

 

パネリスト 大木 聖子（慶応義塾大学准教授） 

 

1978 年生まれ 
2001 年 北海道大学理学部地球惑星科学科地球物理学専攻 卒業 
2003 年 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学科修士課程 修了 
2006 年 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学科博士課程 修了   

理学（博士），日本学術振興会特別研究員 
2006 年 4−9 月 海洋研究開発機構地球内部ダイナミクス領域にてポストドク 

トラル研究員 
2006 年 11 月−2008 年 3 月 カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海 

洋学研究所にて日本学術振興会海外特別研究員 
2008 年 4 月−2013 年 3 月 東京大学地震研究所 助教 
 
専門分野：地震学，災害情報，防災教育，災害科学コミュニケーション 

      
 
 
 
パネリスト 柄谷 友香（名城大学准教授） 

 
1972 年 生まれ 
1995 年 関西大学工学部土木工学科 卒業 
1997 年 同大学院工学研究科土木工学専攻修士課程 修了 
2000 年 京都大学大学院工学研究科博士課程 修了、博士（工学） 
 
京都大学防災研究所助手、財団法人阪神・淡路大震災記念人と防災未来セ
ンター専任研究員、京都大学大学院工学研究科助手を経て、名城大学都市
情報学部へ。 
 
専門分野：都市・地域防災計画、リスク・コミュニケーション、防災教育 

 
 
 
 
 
 
 
パネリスト 橋本 鋼太郎(土木学会会長) 

 
1940 年生まれ。 
1964 年に東京大学工学部土木工学科を卒業後、建設省（当時）に入省。 
同近畿地方建設局長、道路局長、建設技監、事務次官を歴任。 
 
2002 年から首都高速道路公団理事長、民営化後の首都高速道路株式会
社社長などを経て 2010 年 12 月から㈱NIPPO 顧問へ。 
 
1997 年～1998 年 土木学会副会長 
2010 年～2012 年 社団法人日本道路協会会長 
2012 年 6 月 土木学会次期会長に就任 
2013 年 6 月 土木学会会長 

         
 

 

 

パパネネリリスストト  



 

 

 

パネリスト 藤井 聡（京都大学教授、土木学会 100 周年事業実行委員会広報部

会長、内閣官房参与） 

 

1968 年生。 
京都大学卒業後、同大学助教授、東京工業大学教授等を経て現職。 
専門は公共政策論，国土計画論。文部科学大臣表彰等受賞多数。 
ＴＶ､新聞､インターネット配信､執筆活動等で盛んな言論活動を展開。 
 
著書「維新・改革の正体」「救国のレジリエンス」「列島強靭化論」「公共事業が
日本を救う」「土木計画学」等多数。 
表現者塾（西部邁塾長）出身。 
 
現 京都大学大学院工学研究科（都市社会工学）教授、京都大学レジリエン
ス研究ユニット長、ならびに、第二次安倍内閣内閣官房参与（防災減災ニュ
ーディール担当）。     

 
 
 

パネリスト 松本 髙広（有限会社 松本社寺建設代表取締役、日本伝統建築

技術保存会副会長、文化財建造物保存技術保存連盟理

事、中央工学校木造建築科講師）,） 

 

1967 年伝統軸組み工法 岸本工務店入門住宅大工修業 (岡山県 5 年間）。 
1972 年文化財専門工務店安田工務店（東京都）入門社寺建築大工修業。
宮大工として、奈良・東京・埼玉・神奈川にて従事（15 年間）。  
1986 年独立。有限会社松本社寺建設設立代表取締役就任。数々の社寺
建築・文化財・茶室の修理修復工事を手がけ現在に至る（27 年）。 
 
大工棟梁として多くの後継者を育成する傍ら、全国宮大工組織 NPO 日本伝
統建築技術保存会理事（13 年）副会長（3 年）。文化財に携わる 7 団体組織
文化財修理技術保存連盟理事（3 年） 
伝統建築に関する講演も多数。（松下政経塾・東京大学・早稲田大学・秋田
大学・新津工業高校・神奈川ヘリテージマネージャー養成講座、小学校その
他市民講座など） 
2012 年より中央工学校木造建築科講師（2 年）。 
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"We, JSCE Civil Engineers declare that we put our maximum effort  

to continuously support  the creation of a sustainable society." 
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 http://www.jsce100.com 
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